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松　下　倶　子　氏が語る“ひとこと”
一人ひとりの能力を活用する
あるところで「婦人大学講座」を担当した。歴史の長い女性のエンパワーメントをめざす
事業である。全十二時間の講座を三回または四回に分け、四時間または三時間ずつの大学教
授による講義を聴くのがこれまでの主な方法だったという。私は四時間あるいは三時間受講
生をひきつけるような話はできないと思った。また「大学講座」であるならば、現実の大学
では講義を聴くだけでなく自分のテーマを設定して調べたり考えたりしたことを発表し、討
論するゼミナールもあるのだからここでも参加型学習の方法を用いて学習してみてはどうか
とも考えた。十二時間を四回に分け、各回ごとに講義、ビデオ視聴後の話し合い、課題につ
いて共同学習をして対策案を考えて発表する等々を盛り込んだ計画案を提出したところ主催
役員方からは苦情が返ってきた。「よい方法かもしれませんが、この地域の女性は人前で話
したり、質問をされて答を言わなければならないような講座だと参加するのをいやがります。
この方法では参加者を得ることができません。」ということであった。それでは仕方ないと
開講の日は殆どの時間を講義とし、途中で関連するビデオを視聴して、近くにすわっている
受講者同志感想を話し合ってもらった。どんなことが話題になったかいく組かの方々に聞い
たところ、立ち上がってはっきりと発表して下さった。きちんと発表なさるではないかと思
い、二回目からは課題に関する寸劇をグループ単位で作って発表する、ゲームを通して解決
案を考えてみるなどのワークショップを実施することができた。毎回グループを組む人はち
がうので手作り名刺の交換からはじめて知り合いを増やすこともできた。自分はうまくでき
たかどうかなどということを考え込まずに楽しい時間を過ごしておられたように思う。
「女性のエンパワーメント」という合言葉がひろがり、エンパワーメントとは何か研究者、
指導者による調査研究や講義が盛んである。これは大切なことであるが指導的な立場にある
方々が、身近かな女性方に対して以前からの固定観念に図われず、潜在能力を信じて引き出
すことに努めることが更に大切なのではなかろうか。むらやまちの一人ひとりの女性が機会
を得て一つのテーマについて考えあったり、意見交換をしたり、発表をしたり具体的な行動
の経験を積みかさねていくことが男女共同参画のレベルアップにつながるのではなかろう
か。
プロフィール
まつしたともこ
・出　　身 東京都
・昭和36年 東京女子大学文学部卒業
・昭和38年 国際基督教大学大学院教育学研究科修了
・昭和38年～　国際基督教大学、東京女学館小学校、同中学校及び山梨帝京学園短期大　　
学で教壇に立つ。
・昭和52年～　ガールスカウト日本連盟、東京YWCA、協力隊を育てる会で要職を歴任
・平成元年　　文部省生涯学習局社会教育官
・平成６年　　国立信州高遠少年自然の家所長（平成11年３月まで）
・平成９年　　長野オリンピック国際ユースキャンプ村長を務める
文部省時代から現在まで、生涯学習局の委員として、青少年教育・婦人教育分野で、生涯
学習の在り方について関わっている。
（著書等）
「まちを創るリーダーたち」〈1991（教育新聞社）〉,
「まちを創るリーダーたちⅡ」〈1993（学文社）〉,
「社会教育委員必携（生涯学習と社会教育委員）」〈1993（全日本社会教育連合会）〉、
「生涯学習の支援」〈1995（実務教育出版）〉等
（現在委嘱されている委員）
◎　文部省生涯学習局「生涯学習ボランティア活動推進企画委員」
◎　　　　〃　　　　「明日の家庭教育研究会協力者」
◎　文部省初等中等教育局「中学校学習指導要領（特別活動）の改善に関する調査研究協力者」
◎　信州大学「ボランティアに関する研究開発プロジェクト」等　　
平成１１年度国立婦人教育会館総合テーマ
『エンパワーメントは２１世紀への合言葉　ー新たなる共生を目指してー』について
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１月２５日（月）から２９日（金）の間、全国から行
政担当者、婦人教育・家庭教育に関するリーダー等１
２２名（女性：１０３名男性；１９名）の参加を得て、
「NWEC（国立婦人教育会館）アドバンストコース」を
開催した。この研修は、婦人教育・家庭教育に関する
事業の企画・立案に必要な高度で専門的な知識・技能
を備えた創造的な人材育成を目的としたリーダー研修
であり、全プログラム修了者には、国立婦人教育会館
名の修了証書を授与した。
研修内容は「女性政策」「婦人教育・家庭教育の課題
・方策研究」「学習方法と評価」等を取り上げ、全体を
通してジェンダーに敏感な視点の定着を意図したワー
クショップ中心のプログラムとした。
『NWECアドバンストコース』
『女性の教育問題担当官セミナー』
報告
『 公　開　講　演　会　』
平成１１年は「国際高齢者年」であり、国際
的にも高齢者問題について関心が高まっている。
そこで、２月１３日（土）男女共同参画社会の
形成をめざし、高齢社会に向けた生涯学習の意
識の向上に資するため「高齢期における豊かな
ライフスタイルの実現」をテーマとした公開講
演会を５１１名の参加を得て開催した。
講師には、沖藤典子氏（作家・評論家）、加藤
仁氏（ノンフィクション作家）を迎え、夫婦の新し
い形のライフスタイル・夫婦を対象とした定年
後の地域活動・介護などの課題について、両氏
の対談により活発な意見交換が行われた。
２月２３日（火）から３月２１日（日）の４週間、
文部省、国際協力事業団との共催により、ラオス、
パキスタン、タイなど１３か国から１６名の参加者
を得て、開発途上国の女性の教育問題担当官を対象
としたセミナーを開催した。
このセミナーは、平成８年度から実施している事
業であり、本年度で３回目であるが、日本の教育及
び女性の教育に関する講議・討議に参加するととも
に、文部省関係機関、女性センター、企業などの視
察を行った。特に、地元嵐山町での小・中・高校の
訪問、PTAとの懇談、家庭訪問、お茶会などは、
我が国の伝統文化等にふれ大変好評であった。
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平成11年度ヌエック（国立婦人教育会館）事業計画
１　研修事業
事　業　名 対　象　者 期　間 事　業　内　容 備　考
（１）
婦人教育施設職員のための
セミナー
（２）
教師のための男女平等教育
セミナー
（３）
海外婦人教育情報専門家情報
処理研修事業
（4）
家庭・地域で担う子育て支援
セミナー
（５）
フォーラム家庭教育
（６）
ＮＷＥＣ（国立婦人教育会館）
アドバンストコース
（７）
公開講演会
（８）
男女共同参画学習
推進フォーラム
（９）
女性の教育問題担当官セミナー
（１）職員コース
①企画担当コース
公私立婦人会館・女性センター等、女性の生涯学習に
関連のある施設において、婦人教育に関連する事業の企
画及び実施を担当している職員
１００名
②情報担当コース
公私立婦人会館・女性センター等、女性の生涯学習に
関連のある施設において、情報関連業務を担当している
職員及び女性学研究機関の情報担当職員
３０名
（２）館長コース
上記施設の就任２年未満の館長等
２０名
合計１５０名
アジア太平洋地域の婦人教育、女性情報に関する業務に
従事している専門家
６名
ＰＴＡ・家庭教育関係団体・グループ等地域社会で家庭
教育支援に関わっている者、及び家庭教育支援を進めて
いる企業関係者
１００名
子どもを持つ親、これから親になる男女、家庭教育に関
心のある人等
６００名
（１）行政関係者
①婦人教育・家庭教育行政担当者
②生涯学習に関する行政担当者
③女性行政担当者
④上記以外で婦人教育・家庭教育に関する事業の企画・
運営に携わっている者
（２）婦人教育・家庭教育に関する団体・グループ等の
リーダー １００名
各都道府県・指定都市教育委員会の指導主事、教育セン
ターの研修主事等及び国・公・私立の幼・小・中・高等
学校（特殊教育諸学校を含む）の教員
１２０名
成人男女
６００名（公募）
国内の各地域で、男女共同参画学習社会、及び女性、家
庭・家族に関する問題に関心のある人
各地域２００名程度
開発途上国の政府・機関等で、女性の教育問題に携わっ
ている担当者
１０名
（１）職員コース
①企画担当コース
②情報担当コース
平成１１年６月　８日(火)
～６月１１日(金)
３泊４日
（２）館長コース
平成１１年６月　８日(火)
～６月　９日(水)
１泊２日
平成１１年７月２５日(日)
～９月　２日(木)
４０日間
平成１１年７月２２日(木)
～７月２４日(土)
２泊３日
平成１１年９月１７日(金)
～　　１８日(土)
１泊２日
平成１１年９月１８日(土)
平成１２年１月２４日(月)
～１月２８日(金)
４泊５日
第１回
平成１１年１０月３０日(土)
第２回
平成１２年　２月　５日(土)
年間４地域で開催
平成１１年１０月２２日(金)
（シンポジウム）
秋田県（財）秋田県婦人会館
神奈川県
神奈川県立かながわ女性センター
平成１１年１０月９日(土)
広島県
広島県女性総合センター
平成１１年１１月２７日(土)
福岡県
福岡県立女性総合センター
４週間
婦人教育事業の充実を図るため、婦人教育施設
等の職員に対して、企画・立案、女性情報
・情報システム・生涯学習情報に関する専門
的・実践的な研修を行い、必要な知識・技術及
び施設職員としての資質向上に資するととも
に、各施設・職員のネットワークの充実を図る。
女性問題の意識啓発に関する分析・まとめの技
術、及び情報メディアの活用技術を習得させる
とともに、アジア大平洋地域の女性問題に関し
て相互理解を深め、地域内の女性情報ネットワ
ーク化の促進を図る。
男女共同参画社会の形成に向け、教師のための
生涯学習の一環として、学校教育における教職
員の男女平等の理解の促進及びジェンダー（社
会的・文化的につくられた性別）に敏感な視点
の定着と深化に資する実践的な研修を行う。
男女共同参画に向けて、地域社会の活動や、家
庭教育に男性の参加を促し、子どもの豊かな人
間性を育む家庭教育を支援するための実践的な
研修を行う。
家庭教育について幅広い意見の交換を行い、男
女が共に積極的に担う子育て及び社会との連携
の中で担う子育てについて、参加者と共に考え
る機会を提供し、家庭や地域社会の教育機能の
活性化に資する。
男女共同参画社会の形成に向け、ジェンダー
（社会的・文化的につくられた性別）に敏感な視
点に立った婦人教育・家庭教育に関する事業の
企画・立案に必要な専門的知識・技術の習得、
及び、女性、家庭・家族に関し、当面する課題
の解決に資する実践的な研修を行う。
女性、家庭・家族に関して当面する課題につい
て解決の手がかりを得るために、有識者による
講演会を開催する。
男女共同参画社会の形成をめざした生涯学習の
推進と、広域的な施設間のネットワーク形成の
充実を図るため、婦人教育施設、生涯学習セン
ター等の生涯学習関連施設と連携して地域にお
いてフォーラム等を実施する。
教育を受ける機会が男性に比べ少ない開発途上
国の女性に対し、社会発展・開発の担い手とな
るべき人材を育成するための教育機会の充実を
図る。
文部省と共催
新規
「女性の生涯学習
のための地域セ
ミナー」の名称
変更。
国際協力事業
団（ＪＩＣＡ）
から委託
２　交流事業
事　業　名 対　象　者 期　間 事　業　内　容 備　考
（１）
女性学・ジェンダー研究
フォーラム
（２）
男女共同参画学習フェスティ
バル
女性学・ジェンダー研究に関心のある成人男女
１、０００名
（内訳）
宿泊（全日程）参加 者　　　　　　　　　　 １５０名
ワークショップ運営者（100件×２名） ２００名
日帰り参加者６５０名
平成１１年８月６日(金)
～８月８日(日)
２泊３日
平成１１年１０月２９日(金)
～３１日(日)
２泊３日
男女共同参画社会の形成に向け、女性のエンパ
ワーメントの推進・女性の人権の確立を図るた
め、団体・グループ・個人・行政が行ってきた
女性学及びジェンダー研究と女性のエンパワー
メントに関わる多様な研究・教育・実践活動の
課題や成果を出し合い、情報交換を行う。
男女共同参画学習を実施している全国の団体・
グループ等に交流の機会を提供し、ネットワー
クの充実を図る。
新規
平成１０年度は
１泊２日で実施
第１回は新規交
流事業「男女共
同参画学習フェ
スティバル」の
公開プログラム
として実施する。
（10）
グァテマラ地方教育行政コース
（11）
社会教育実習生受入事業
グァテマラの教育行政官、地方行政官等
１０名
日本の教育行政、学校教育教員のノウハウを技
術移転することにより、グァテマラ国の地方教
育行政の機能強化を図り、特に緊急の課題である
先住民の女子教育の振興に資することを目的とす
る。
大学（担当教授）との協議に基づき、主催事業
の補助業務等の体験学習を通じて、婦人教育の
現状と、婦人教育施設の役割を学習することを
目的とする。
大阪大学と連携
大学で社会教育実習を受講する学生のうち館長が認めた者
若干名
大阪大学の受入期間４週間
のうち３日間
年間７回程度
各回７日間程度
男女共同参画学習を実施している団体及び、国内研修
グループ等 ６００名
（内訳）
宿泊（全日程）参加 者（プログラム運営者を含む） ３００名
日帰り参加者３００名
（３）
NWEC（国立婦人教育会館）
国際フォーラム
成人男女　　　　　　　　　　　　　　　　１５０名
平成１１年１１月２５日(木)
～２７日(土)
男女共同参画社会の形成のために重要な課題を
国際的な視野から討議し、女性のエンパワーメ
ントの推進に資するとともに、国内外のネット
ワークの形成を図る。
「家庭・地域で
担う子育てセミ
ナー」の公開プ
ログラムとして
実施する。
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３　調査研究事業
事　業　名 研　究　協　力　者 事　業　内　容 備　考
（１）
高齢社会に向けての男女共同参
画学習に関する調査研究
（２）
地域の子育て環境づくりに関す
る調査研究
（３）
男女共同参画の視点に立った
家庭教育推進方策に関する調
査研究
（４）
ヌエック公開シンポジウム
（５）
女性及び家族に関する学習情
報の調査
婦人教育・家庭教育関連分野の研究者等　
若干名
婦人教育・家庭教育関連分野の研究者等
若干名
婦人教育・家庭教育関連分野の研究者等
若干名
女性問題、家族問題、教育問題の専門家・研究者、マスコ
ミ・行政関係者等　
１５０名
公私立婦人教育施設、婦人教育関連施設、婦人関係施設及
び生涯学習センター等
男女共同参画社会の形成を目指し、高齢期におけるゆたかなライフスタイル
の実現に向けた男女共同参画学習を進めるため、高齢男女の生活と意識に関
する実証的な調査研究を行う。
家庭教育をサポートする地域の環境づくりについて、子どもの発達段階に
応じた実践的、学際的な調査研究を行う。
幼児期から性別にとらわれず、個性や人権を尊重し男女共同参画意識・価
値観を育む家庭教育推進方策の在り方の調査研究、及び男女共同参画の視点
に立った家庭教育プログラムの開発・教材作成
国立婦人教育会館の女性、家庭・家族に関する調査研究の最新の成果を発表
し普及を図るとともに、さらに高度な調査研究を進めていくために公開シン
ポジウムを開催する。
日　時：平成１１年５月２８日（金）
会　場：国際協力事業団国際協力総合研究所
関係機関等への調査を通じて、女性及び家族に関する学習情報を収集・デ
ータベース化し、オンラインで提供することによって、女性情報の流通促進
を図ると同時に、女性の学習機会の拡充を図る。調査は、「学習事例」「女性
学」「施設」「国際交流団体」の４種類について実施する。
新規
（２年計画）
第２年次
（３年計画）
第２年次行政担
当者等に向けブ
ックレットを作
成する（文部省
から委嘱：３年
計画）
４　情報事業
（１）婦人教育情報センターの運営
資　料　名 事　　　業　　　内　　　容 備　考
ＷＩＮＥＴの整備・充実
女性及び家族に関する情報資料
の収集・整理・提供
レファレンス・サービス及び文
献複写サービス
女性及び家族に関する図書資料
の展示
情報提供サービスの充実
文献情報データベース（図書・地方行政資料・和雑誌記事・新聞記事インデックス）・調査情報データベース（女性学・家族関連講座（学
習事例）・女性関連施設・国際交流団体）・統計情報データベースの充実に努めるとともに、ホームページによる国立婦人教育会館の概要
や家庭教育に関する情報提供を推進する。
女性及び家族に関する情報・資料を収集・整理し、利用に供する。特にインターネットを利用し、最新の電子情報を収集するとともに、
会館の活動及び日本の女性に関する情報を英文で紹介する。
来館者または電話・文書による問い合わせに対して情報を提供し、コピーによる資料を提供する。また、各種の婦人教育関係データベー
スにより、関連情報を迅速に検索し提供する。
国立婦人教育会館が所蔵する資料について、４半期ごとにテーマ展示を行い、女性及び家族の分野の理解を深める。
婦人教育、家庭教育、女性学、女性情報学に関する会館の調査研究を国内外に発
表するとともに、公募論文を選考して掲載する。
テーマ：「ジェンダーと生涯学習」
（２）資料の作成・配布
資　料　名 事　　　業　　　内　　　容 発行回数 配布先
（１）
「国立婦人教育会館研究紀要」
（第３号）
（２）
「ヌエック（国立婦人教育会館）
主催事業報告書」
（３）
「ＷＩＮＥＴ情報」
（４）
「ＮＷＥＣ
Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ」
（５）
「ヌエックニュース」
年度内に実施した研修・交流・情報事業の実施概要と当該年度が最終年次にあた
る調査研究事業のまとめ。
女性・家族に関する文献情報及び情報センター利用に関する情報を中心に会館か
らの情報をわかりやすく提供する。
国立婦人教育会館の活動及び最新の日本の女性の現状について、海外に紹介する。
国立婦人教育会館の事業及び関連の事業を紹介し、広報する。
平成１１年１０月
年１回
平成１２年　３月
年１回
平成１１年　９月
平成１２年　３月
年２回
平成１１年　７月
平成１２年　１月
年２回
平成１１年　４月　　
７月　１０月
平成１２年　１月
年４回
国内・国外の関係大学図書館、
婦人教育施設及び女性団体等
都道府県教育委員会、婦人教
育施設及び女性団体、その他
の関係機関等
都道府県教育委員会、婦人教
育施設及び女性団体、関係大
学図書館、その他の関係機関
等
海外の婦人問題担当行政機関、
女性センター及び女性団体、
国際機関等
都道府県教育委員会、婦人教
育施設及び女性団体、その他
の関係機関等備考
会館ホームページにおいて会館の宿泊室の空き状況、研修施設の利用状況、家庭教育等のデータベース等最新の情報提供を行い、情報提
供サービスの充実を図る。
（６）
家庭教育に関するマルチメディ　　
アデータベースの調査研究
家庭教育、情報学、生涯学習等の研究者、専門家
家庭教育に関するマルチメディアデータベースを構築するとともに、データ
ベースを活用した家庭教育に関する学習プログラムについて調査研究を行
う。
名称とテーマ：国際シンポジウム「開発におけるジェンダーとエンパワーメ
ント」
国際協力事業
団・東京都教
育委員会
（３）全国ボランティア活動情報提供事業
事　　　　　　　　業　　　　　　　　内　　　　　　　　容 備　考
文部省においては、生涯学習の観点から、人々のボランティア活動に参加する動機づけを促進し、ボランティア活動の一層の支援・推進を図るため、全国ボランティア情
報提供・相談窓口（仮称）を新たに会館に開設し、ボランティア活動情報に関するデータベースを利用し、電話等によるボランティア活動情報提供を行うこととしている。
◯提供する情報例
・子育て支援ボランティアへの参加希望者に対する実施団体の紹介
・社会福祉施設への訪問体験活動を行う団体の紹介
・環境保護ボランティア活動希望者への団体紹介。 等
◯１１年度、会館において実施する事業の内容（案）
・各都道府県政令都市の生涯学習ボランティア担当部局及び全国規模のボランティア支援団体等を対象とした調査・データの収集。
・データベースの作成。
・電話による相談窓口の開設。
文部省から委嘱
予定
－6－
ことばの基礎知識
情報ネットワーク
予　告　募　集
エンパワーメントって？
「力（パワー）をつけること」…これまでの男性社会のなかで、政策決定や意志決定の
面で十分には力を発揮できない状態におかれてきた女性たちが、はっきりした自覚のもと
で自分たちの能力をさらに発展させ、女性の共同した力で政治的・経済的・社会的文化的
に力を発揮していくという意味をもっている…。（女性学教育／学習ハンドブック〔新版〕
p.29より）
会館ホームページ（ http://www.nwec.jp ）か
ら施設の空き状況を調べることができるよう
になりました。「施設の空き状況」で希望する日
が空いているかどうかをチェック。研修計画
を立てる際にぜひお役立てください。
公開シンポジウム
平成１１年５月２８日（金）10：00～16：30国際協力総合研修所（都内）において、「開
発におけるジェンダーとエンパワーメント」をテーマに、ヌエック調査研究事業の報告及
び国際シンポジウムを国際協力事業団・東京都教育委員会との共催により開催いたします。
男女共同参画学習推進フォーラム
平成１１年度新規事業として、「男女共同参画学習推進フォーラム」を開催します。男女共
同参画社会の形成にむけ、「ともに豊かに生きるために、考えよう語り合おう」の共通テー
マのもとに、秋田県婦人会館（１０月２２日（金））、神奈川県立かながわ女性センタ （ー１
０月３０日（土）シンポジウム）、広島県女性総合センター（１０月９日（土））、福岡県女
性総合センター（１１月２７日（土））の４地域で実施します。
教師のための男女平等教育セミナー
７月２２日（木）～２４日（土）、「教師のための男女平等教育セミナー」を開催します。
学校教育の「道徳指導」「学級経営」「進路指導」「性に関する指導」の各場面をジェンダー
の視点（社会的・文化的につくられた性別）で見直し、今後の男女平等の意識を高める教
育の推進をめざします。指導主事・教師の皆様のご参加をお待ちしています。
女性学・ジェンダー研究フォーラム
８月６日（金）から８日（日）の間、「女性学・ジェンダー研究フォーラム」を開催します。
本フォーラムは、女性学・ジェンダー研究とエンパワーメントに関する研究・教育・実践
を結ぶ、ネットワークづくりの場です。御参加お待ちしています（詳しくは事業課まで）。
－7－
平成１０年度に会館で実施した研修・交流・情報・調査研究の各事業の実施概要および
成果をまとめた主催事業実施報告書を作成いたしました。
報告書は各都道府県・政令指定都市教育委員会、婦人教育施設、女性関連団体等に配布
することといたしております。
２月25日（木）26日（金）の２日間、会館ボランティア活動研
究会が開催された（参加者約50名）。活動研究会のプログラムの企画
に当たっては、ボランティア11名の方々による企画委員会を組織し
て検討を行った。
ワークショップにおいては、ボランティアたちの貴重な活動の体
験発表・グループワーク・スピークアウト等が行われ、自己啓発、
自己実現につながる充実した研究会となった。
永井順国氏（女子美術大学教授・元読売新聞社論説委員）は、「これからは、行政、企業、ボ
ランティアが様々なスタイルでパートナーシップを組むという時代になり、我々住民は、受け
手だけででなく主たる担い手として参画するようになる。会館ボランティアは、施設とボラン
ティアとのよきパートナーシップのモデルとして全国に発信していただきたい。」とこれからの
会館ボランティア活動についての講議を行った。
４月１日付けで人事異動がありました。
主催事業実施報告書
ボランティアコーナー
人事異動
平成９年に刊行した初版が装いを改め、国立婦人教育会館　女性学・ジェン
ダー研究会より新版として刊行されました。統計デ－タ・キーワードを一新、
コラム・参考情報を充実、女性学関連年表・女性関連施設リストを収録。ヌエ
ック売店ほか全国書店にて好評発売中。有斐閣、定価2205円（税込）。
女性学教育/学習ハンドブック（新版）
国立婦人教育会館長（再任）
情報交流課長
庶務課庶務係長
事業課事業係長
事業課専門職員
庶務課庶務係
庶務課会計係
情報交流課国際交流係
庶務課事務補佐員（採用）
事業課事務補佐員（採用）
情報交流課事務補佐員（採用）
情報交流課事務補佐員（採用）
浜松医科大学業務部医事課長
東京大学医学部庶務係長
千葉県柏市立松葉中学校教諭
埼玉大学教養学部会計係会計主任
埼玉大学庶務部国際交流課研究協力係
東京大学医科学研究所管理課庶務係
（長岡技術科学大学教務部図書課長）
（事業課事業係長）
（東京大学経理部主計課監査第一係主任）
（千葉県鎌ヶ谷市立西部小学校教諭）
（埼玉大学教育学部庶務係）
（埼玉大学工学部会計係）
（情報交流課情報係）
（情報交流課長）
（庶務課庶務係長）
（事業課専門職員）
（庶務課会計係）
（庶務課庶務係）
（情報交流課国際交流係）
大　野　　　曜
森　高　佳　子
関　　　宗　興
櫻　井　　　明
土　岐　都　子
片　桐　届　実
高　橋　智　昭
岩　田　恭　味
西　嶋　亜矢子
高　瀬　令　子
佐々木　和　恵
米　山　純　子
堀　内　郁　芳
早乙女　　　豊
安　田　いく代
横　塚　光　春
佐　藤　弘　康
岩　村　ときわ
本年は、国連「国際高齢者年」であり、国
際的にも高齢者問題についての関心が高まっ
ています。
急速に進む高齢社会の中で、ひとりひとり
がいきいきとした生き方をするにはどうした
らよいのか、現実には女性の肩にかかってい
る介護等の問題はどうするのかなど高齢社会
をジェンダーの視点から考える資料を本館１
階エントランスホールに展示しておりますの
で是非御覧下さい。
＊展示例＊
「共倒れから共立ち社会へ」高齢社会を良くす
る女性の会・大阪編　「介護とジェンダー：
男が看とる女が看とる」春日キスヨ［著］「介
護が変われば老後も変わる：女性が進める介
護の社会化Ⅱ」 樋口恵子編　ほか
●展示コーナー
１月
６日
14～15日
15日
30～31日
２月
３～５日
５～７日
13～14日
20～21日
20～21日
21～24日
26～27日
27～28日
３月
３～４日
11～15日
15～18日
27～28日
嵐山町賀詞交換会
ＪＩＣＡカウンターパート研修
嵐山町成人式
埼玉県教職員組合女性部
全国青少年教育施設女性職員ネットワークのつどい
女性言語教育学会ＷＥＬＬ
山梨県連合婦人会
埼玉県学童保育連絡協議会
埼玉県体育指導委員協議会
全国友の会
北海道立青年の家
埼玉県スポーツ指導者研修会
女性の社会参加支援特別推進事業報告会
アラノン・ジャパン
日本キリスト教協議会
ガールスカウト埼玉県支部
●ヌエックカレンダー
会館行事
ヌエック公開シンポジウム
プール開き
婦人教育施設職員のためのセミナー
教師のための男女平等教育セミナー
海外婦人教育情報専門家情報処理研
修事業開講式
５月28日
６月１日
８日～11日
７月22日～24日
25日
●利用案内
主な利用団体
※休館日（平成11年5月～7月）
11年５月６日（木）・17日（月）
６月14日（月）・21日（月）
７月５日（月）・19日（月）
【申し込み専用電話番号】 ＴＥＬ：０４９３－６２－６７２３
ＦＡＸ：０４９３－６２－６７２０　
＊休館日でも前日に宿泊した方は、
朝食と午前１０時までの宿泊棟の利用
ができます。電話やＦＡＸによる申込
みの受付や利用相談も行っています。
百花繚乱の春、ヌエックニュースも装いを新た
にしました。表紙はボランティアの作品（七宝焼、
桜・木蓮・新緑の写真）を、巻頭には総合テーマ
について“ひとこと”をシリーズで、また「こと
ばの基礎知識」では、用語をわかり易く紹介する
ことといたしております。今年度も引き続き御愛
読をお願いいたします。
編集後記 ヌエックニュース第85号
平成11年４月15日
発行
編集発行　国立婦人教育会館
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「高齢社会とジェンダー」
